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南極成層圏に発生するオゾンホールはー　今日

の代表的な地球環境問題であるオゾン層破壊の一

断面を示しており､主要原因とされるプロロクロ

ロカーボン(フロン)の放歌をめぐって家庭から

産業界まで強い関心が持たれている｡

オゾンホールの形成過程を解明してゆく途中

で､大気中のheterogeneous processの重要性が

認識され､改めて､大気中の固相や液相物質(ェ

アロゾルと総称されているものがほとんどである

)と気相との間で生じる化学･物甥過程を評価し

なおす気道が生まれつつある｡

オゾンホーJUの発達が､榛域の成層圏に限定

されていることや強い季節変動性を持っているこ

とは､オゾンホ-)レ発見当初から大きな注目を集

めていた｡今日～　この大きな痩因旺一　冬の問に多

量に発生する成層圏エアロゾル(成層密雲: Poュ

ar Stratospheric Clouds , PSC s)にあると

する考えが多く出されている｡しかし､このP S

C sの正体は兼だはっきりせず､解明が急がれて

いる｡ここでは､南極でのライダー親部結果をも

とにP SC sの軽質を整理しー　現在提案されてい

る仮説との整合性を検討する｡
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1ー　氷粒子とNAT (Nitric Acid Trihydrate)

粒子

南極成層圏で冬の問に多量に発生するエアロ

ゾルは､氷粒子あるいは硝酸3水和結晶粒子とす

る説が有力であるo　申低緯度での水蒸気や硝酸蒸

気の観潮倦(これも必ずしも充分な観測が行なわ

れたわけではない､特に水蒸気は観測が少ない)

を疾走すると､ユ983年の昭和基地で観潮され

た成層圏気温のもとで披､図1に示すような氷粒

子成長可能域とNAT粒子成長可能領域が得られ

るO　これまでの研究は､多くの場合､このような

粒子が成長し得ることに力点を置いた研究であっ

た　　PSCとオゾンホールを結びっけるhetero

geneous processはー　単に艶子が何であるかを示

しただけでは明らかにならない｡図2は､ェアロ

ゾルの何がオゾンホ-ルとの関わりを支配してい

るかを概観したものである｡

2､ PSCsの発達過程

図3抜､ PSCのごく初期の状態と充分発達

したと思われる段略のー　ライダー観測の例である

｡他の例も含めてまとめてみると､表1のように

なる｡　大きな違いはー　偏光解消度にあり､充分

発達した段階ではエアロゾル層全層にわたって大
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きな偏光解滴度が観潮されていることである8初

期段階では､偏光解消度が高い領域も観測される

が､概してエアロゾル層上部は偏光解消度がきわ

めて小さいことが多い｡

3ー　結論

昭和基地でのライダー観測からー初期段階の

PSCsと充分発達したPSCsではリターンシ

グナルに大きな違いがあることが示された｡それ

らのシグナルが得られた時期については一糸力学
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的に予想される氷敬子および硝酸粒子の成長可能

時期ときかめてよい対応をしめす.しかし､硝酸

艶子成長可能な時期に得られたシグナルは､必ず

しも充分大きい偏光解消度を京していないo　粒径

ー　水蒸気量一　橋故蒸気量､等について同時観潮す

る必要性を京している｡


